
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品

ロイス
対象 タイ 消費タス

P N

P N

P N

P N

P N

P N

P N

(非装備時)

G値

感情(pos) 感情(neg)

最大財産P: 残り財産P：

静永 識(しずなが しき)

ノイマン
ソラリス

UGNエージェントC

21

素体

義理の両親

自傷

死と再生

UGNエージェント

男

32

消滅

0
0
4
4

0
0
1
0

1
1
1
0

1
1
6
4

28
8
8
13
26

4 1
1 2

薬学
医学

UGN1
1

1

大型拳銃

カーラクータの一滴
100↑

射撃
　　
射撃
射撃

1r+3
0

15r+3
24r+3

- 6

6
6

IA p.28

C値-2,判定ダイス+9,【精神】に変更,HP5点消費/コスト10(<コンセントレイト>+<コントロールソート>+<コンバットシステム>+<トランキリティ>)
C値-3,判定ダイス+15,【精神】に変更,HP5点消費/コスト14(<コンセントレイト>+<コントロールソート>+<コンバットシステム>+<トランキリティ>+<オーバードーズ>)

0 0

先行種(アンリミテッドエボルブ)
義理の親

久遠(くおん)
尊敬
庇護

悔悟
脅威

ウェポンケース
高性能治療キット

12 0

ワーディング

リザレクト

コンセントレイト:ノイマン(3)

コントロールソート(1)

コンバットシステム(3)

トランキリティ(5)

オーバードーズ(3)

シュガーラッシュ(3)

代謝制御

万能薬

★

0

2

1

3

4

3

3

★

★

-

1d10

2

2

3

3

4

3

-

-

オート

気絶時

メジャー

メジャー

メジャー/リアクション

メジャー/リアクション

メジャー/リアクション

オート

常時

メジャー

視界

-

-

武器

-

-

-

視界

至近

至近

シーン

自身

-

-

-

-

-

単体

自身

自身

自動

自動

シンドローム

射撃

射撃

精神

シンドローム

自動

自動

自動

-

↓100

-

-

-

-

100

-

-

-

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

C値-Lv(下限値7)(EA p.129)

判定を【精神】に変更(EA p.90)

組み合わせた判定ダイス+[Lv+1]個(EA p.90)

判定ダイス+[Lv+1]個。5点のHP消費(EA p.116)

組み合わせたエフェクトすべてのLv+2。上限を超えてもよい。シナリオLv回(EA p.117)

エフェクトを使用する直前。エフェクトひとつのLvを+2。ラウンド1回、シナリオLv回(UA p.41)

代謝を完璧に掌握。起床や入眠、消化機能、免疫機能、感情も望む限り徹底的に制御できる(EA p.95)

体内物質の生成であらゆる病や毒に対する薬を生成する(UA p.41)

PC作成：コンストラクション　　モデル：ネハン(グランブルーファンタジー)

ギルド出身の元FHエージェント、現UGNエージェントの男性
幼いころに両親が事故死し叔父の家に引き取られるが、従弟が覚醒・暴走したことで叔父家族は死亡
事件を嗅ぎつけたギルドに捕まり奴隷商品となり、様々な相手に使われたうちの一つである実験で覚醒する
その後FHのとあるセルに"武器"として購入され、そこで薬物生成技術に強い適性を現したことから正式にエージェントとなる
生き残りである従弟がUGNチルドレンとなっていたため、己の中のわだかまりを解消するために事件を起こし強襲する
わだかまりが消えれば悔いなく消えることができると考えていたが、従弟の望みによりUGNに所属することとなり、現在に至る
襲撃時に過剰使用した薬の後遺症で左半身に麻痺が残る。また、左目は視力低下により時折光が見える程度にしか見えていない

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org

